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神奈川県産カゲロウ類の知見

石綿進一

Shin-ichi Ishiwata: Notes on Mayflies in Kanagawa Prefecture 

SUMMARY Three sp巴cies,Acentrellαsibirica (Kazlauskas), Ecdyonurus bajkovαe Kluge and Ecdyonurus scalans 

Klug巴representnew records from Japan. Diagnos巴Sand illustrations for known species are given. Distributional and 

other data that may be pertinent to mayflies of Kanagawa Pref，巴ctureare given for several speci巴s.

石綿（1997）は丹沢山地におけるカゲロ ウ相を

調査し12科80種のカゲロウを報告した。しかし，

この中には未記載種あるいは未記録種と思われる

カゲロウが含まれることから，便宜的に記号ある

いは数字などで区別しているグ、／レーフ。も多い。実

際には3 この調査で種名が判明したカゲロウはso
種にすぎない。さらに，種として記載されたカゲ

ロウであっても，成虫あるいは幼虫、いずれかのス

テージのみの記載の場合が多く，必ずしも種のレ

ベルまで同定できない場合も少なくない。これら

の傾向は県内外で実施された河川水生生物の調査

においても同様で，種名の判明していないカゲロ

ウが多く含まれている。そこで，これらの未整理

なカゲロウについて分類 ・同定上の検討を加える

とともに，神奈川県内 （以下，県内とする）で実

施された他の過去の記録についても再精査した。

この結果，新記録種（圏内初記録）が判明したほ

か，一部のカゲロウについて分類 ・同定上の新知

見が得られた。

日本産のカゲロウの分類学的な再検討について

は別に報告するつもりであるが， 本報では，県内の

河川に分布する種について扱うこととし，新記録

種を含め近縁種との相違点が明らかになった一部

の種について，特徴的な外部形態を述べる。また，

過去の記録のなかで誤同定が判明したカゲロウに

ついて訂正を加えた。

科の配列はMcCaff1巴rty (1996）によった。採集

記録は個体数（♂，♀，♂s，♀ S, Nはそれぞれ雄

成虫，雌成虫，雄亜成虫，♀亜成虫，幼虫を示す），

調査地点名，採集年月日，採集者の）｜慣に記した。楳

本は筆者が保存している。
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Leptophlebiidaeトビイロカゲロウヰヰ

Paraleptophlebia westoni Imanishi 

ウエストン 卜ビイロカゲロウ（図 I)

丹沢では8月とJO月に成虫の採集記録がある（石

綿，l996）。小林 ・野崎（1990）は，4月に横須賀

市内の小河川から本種の幼虫を記録している。以

下の三浦半島，大磯丘陵の採集記録を合わせると，

本種は山地から平野にかけて分布する種と思われ

る。

本種の幼虫の偲の形状は同属の他種から容易に

区別できるが（御勢， 1985），腹部背面の斑紋によっ

ても区別が可能である（図 1）。

l♀，森戸川（葉山町），17.VI.1999.野崎隆夫，

JON，宮下川（葛川水系不動J11），上吉沢，平塚市，

28.X.1999.石綿進一

Ephemerel Iida巴 マダラカゲロウ科

Cincticostella nigra (Ueno）クロマダラカゲロ ウ

（図2)

石綿 ・野崎（l980a）によって Epliemerella

( Cincticostella) T nと同定されたカゲロウは本種に相

当する。野JI府・石綿（1979）によって同定されたカ

ゲロウ， Epheme1ella sp. nayおよびEphemerellanigra 

は誤同定で，前者は本種に後者はマダラカゲロウ

属の未記載種 Epl間 nerellasp.にそれぞれ相当する。

御勢（l980a）は雄成虫の交尾器の違いによって

本種を次種オオクママダラカゲロウから区別でき

ると しているが，これは難しい。現在までのとこ

ろ，これら2種の成虫の区別は3 以下に述べる県内

における分布域や発生時期の違いによらざるをえ

ない。

幼虫においても本種は次種によく似ている。し



かし，終齢あるいはそれに近い幼虫では，腿節上の

根棒状小突起の有無で、次種から区別できる。本種

の幼虫にはこの小突起がほとんど存在しないのが

特徴である（図2）。ただし，若齢幼虫、で、はこの特

徴が不明瞭で区別が難しい。この場合，分布や出現

時期の違いによってある程度の区別ができる。本

種の分布は県内では丹沢（野｜｜碕・石綿，1979，石

綿 ・野崎， I980a），箱根（石綿， l982a, 1983）な

どの山地に限定され平地には認められないが，次

種オオクママダラカゲロウは山地から平地にかけ

て広く分布するのが大きな特徴である。また本種

は，幼虫が 12月からl月にかけて現れ，以後成長

を続け，成虫、が5月下旬から6月にかけて羽化する

年l世代の生活環をもっている（石綿，未発表） c本

種の羽化期は次種から約 lヶ月遅れる（石綿，

1989）。決定的ではないが，これら2種の分布域や

出現時期の違いによってある程度の区別は可能で

ある。

Cincticostella okumai (Gose) 

オオクママダラカゲロウ（図3)

野11碕・石綿（1979）によって同定された

Ephemerellαsp. nayは誤同定であり ，本種に相当

する。

本種の終齢あるいはそれに近い幼虫は，腿節上

に樫棒状小突起が数多く分布していることで前種

から区別できる（図3)c 

本種は，丹沢（野｜｜府・石綿， 1979；石綿 ・野崎，

1980a），箱根 （石綿， 1982a, 1983）などの山地か

ら横浜（小林， 1989），川｜｜！奇（林ほか， 1991）， 三浦

半島（野崎，1983），大磯E店主（石綿， 1982b）など

の平地にかけて広く分布する。本種は，県内で、は幼

虫が9月頃から出現し，以後成長を続け，成虫が翌

年の3月下旬から4月上旬に羽化する年 l世代の生

活環をもっている（石綿，未発表）。

2N，高麗7 大磯町， 15.IIl.1980.石綿進一，

Drunella bicornis (Gose) 

フタコブマダラカゲロウ（図4) 

現在まで、幼虫のみが記載されている（御勢，

1980b）。雄交尾器の図は本報がはじめてである（図

4）。本種は卜ゲマダラカゲロウ属のなかでは小型

種であり（終齢幼虫の体長： 5必mm），幼虫の頭部

に一対のコブをもつことが特徴である。しかし，コ

ブのない近縁な末記載種がし、るので同定の際に注

意が必要である。

2♂，2♀，白石沢，河内川，山北町， 15.VI.1983

（羽化 ：16.VII) .石綿進－； SN，水無川，秦野市，
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30.V.1988.石綿進一．

Drunella bi.furcata (All巴n)

フタマタマダラカゲロウ（図S)

現在まで幼虫のみが記載されている（Allen,

1971）。雄交尾器の図は本報がはじめてである（図

S）。

8♂， 2♀3 関下橋，狩川，南足柄市， 13-15.V.円83

（羽化 1618.V) .石綿進一 ；2♂，2♀，境川，沢

井川，藤野町，ll.V.1984 （羽化22-24.V).石綿進一

Drunella kohnoae(Allen) 

コオノマダラカゲロウ （図6)

現在まで、幼虫のみが記載されている （Allen,

1971）。雄交尾器の図は本報がはじめてである（図

6）。

5♂，2♀，関下橋，狩川，南足柄市， 10.V.1983

（羽化 12 18.V）ー石綿進－ ;2♂，2♀，報徳橋，

酒匂川， 小田原市， 9.V.1984（羽化 ：18-26.V) 石

綿進一

Drunella trispina (Ueno) 

ミットゲマダラカゲロウ（図7)

原記載は幼虫によっている（Ueno, 1928）。本種

幼虫を飼育した結果，それによって得られた成虫

は（図7はその雄交尾器），Ueno (1931）によって

本種の成虫として記載されたカゲロウと異なるこ

とが判明した。Ueno (1931）の図はフタマタマダ

ラカゲロウと思われる。

2♂，2♀，関下橋，狩川， 南足柄市，16.V.1983（羽

化 18.V 3.VI.），石綿進一，IO♂， 6♀，白石沢，河

内川｜，山北町， 13.VI.1983 （羽化： 17-20.VI).石綿

進一．

Ephemerella comutus Gose 

ツノマダラカゲロウ （図8-1I) 

現在まで幼虫のみが記載されている（御勢，

1980c）。雄交尾器の図は木報がはじめてである。木

種は成虫 ・幼虫ともにイマニシマダラカゲロウに

似ている。しかしp これらは以下の点で区別でき

る。成虫では，陰茎上にある赫が背面および陰茎先

端部にある（図8）。幼虫で、は，各突起や各肢が長

いこと（図9-10），前肢腿節背面が一様に平らであ

りその表面に長毛を備えている（図 11）。また，本

種は比較的大型（終齢幼虫の体長 12-lSmm）であ

ることも特徴としてあげられる。

6N，日野，沢井川，藤野町， 25.V.1995.石綿進



Ephemerella denticula Allen 

ホソパマダラカゲロウ （図 12)

現在まで幼虫のみが記載されている（Al!en, 

1971)。原記載の幼虫が腹部背面の図のみで不明瞭

な部分が多いのでここに全体図を示した（図 12）。

木種はEphemerellaatagosanαアタゴ、マダラカゲロウ

のシノニムと思われる。

12♂， 9♀，境川， 沢井川， 藤野町， 17.IV.1985

（羽化 ：23-30.IV) 石綿進一

Ephemerella imanishii Gose 

イマニシマダラカゲロウ（図 1316) 

現在まで幼虫のみが記載されている（御勢，

l980c）。雄交尾器の図は本報がはじめてである（図

13）。本種は，成虫では陰茎上にある航が背面にあ

り3 幼虫では各突起や各肢が短いこと，前肢腿節の

先端近くが隆起し，そこに剛毛列があることが特

徴である（図 1416）。また，木種はツノマダラカゲ

ロウより小型で、ある（終齢幼虫の体長 .8-10111111）。

l♂，平戸，串川，津久井町， 3l.VU.1984 （羽化 ：

6.VIII.) .石綿進－；2♂，関下橋，狩川，南足柄市，

l l.VI.1985 （羽化： 15.Vl.).石綿進－ ；S♂， 10♀，

SN，高尾，中村川，中井町， 15.Vlll.1985 （羽化 ．

19-23. VIII.) 石綿進一

局ohemerellaishiwatai Gose 

イシワタマダラカゲロウ（図 17-22)

現在まで幼虫のみが記載されている（俳II勢 3

1985）。成虫の図は本報がはじめてである。

石綿 ・野崎（1980a）のEphemerella( Cincticostella) 

Ioは，本種に相当する。本種は県内では酒匂川lの下

流域のみで記録されている。幼虫は水生植物上に

認められる場合が多い。

本種は狩川で採集された標本に基づき新種とし

て発表された（御勢，私信）。記載は幼虫のみによっ

てなされており ，近縁な種や未記載種の存在が同

定を困難にさせていた。本種に近縁なマダラカゲ

ロウ属の種には，幼虫の突起が後頭部だけに存在

するグループと同様な突起が胸部背面にまでおよ

んでいる二つのグルーフ。があり，前者には本種と

未記載種2種が後者にはツノマダラカゲロウとイマ

ニシマダラカゲロウが含まれている。県内ではこ

れらすべてが確認されているが，前者のクソレーフ。

は，胸部背面の突起の有無によって後者からの区

別は容易である。前者間では，本種は幼虫の後肢腿

節上のー列の梶棒状の剛毛の存在（図22の矢印）に

よって，他の近縁な未記載種から区別できる。成虫

は雄の交尾器の形態の違い（図 18-19）で近縁種か

ら区別できる。
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2♂，要定川，和田河原，南足柄市，30.V.1985

（羽化： 29.V-1.VI) 石綿進一 ；5N，要定川， 和

田河原，南足柄市， 30.Y.1985.石綿進一．

Ephemerella setigera Bajkova 

クシゲマダラカゲロウ（図2325) 

現在までに成虫 ・幼虫ともに記載されている

(Bajkova, 1965 ; Tiu nova & Belov, 1984）。 未記載

の近縁種が存在することから，同定の際に注意が

必要である。雄成虫の交尾器の形態はこれらの近

縁種に似ているが，本種は陰茎の腹面から側面に

かけて数多くの赫状刺毛があり，その背面に臓が

ないのが特徴である（図23）。幼虫、では，後頭部の

2対の小隆起が特徴で、ある（図 25）。

5♂，l O♀， SN，鴨沢，中村川，中井町，

I 5.YIII.1985.石綿進一

Baetidaeコカゲロヴ科

Acentrella gnom (Kluge) 

ミツオミジカオフタバコカゲロウ （新称）

（図26)

木種は県内では相模）！｜から報告されている（小

林， 1992）。

本属の特徴は，成虫では後姐がなく仁h胸背面市i
縁部の突起が著しいこと（図27の矢印），幼虫では

尾に遊泳毛があることなどがあげられる（図26）。

成虫では，本種が腹部背面の第2-6腹節が白色あ

るいは半透明，第7-9腹節が暗褐色であることに

よって，腹部背面が一様に褐色である次種から区

別できる（Tshernovaet al., J 986）。幼虫は次種と

よく似ているが，木種の幼虫、の尾が3本あることに

よって， 2本の尾をもっ次種から区別できる。

8♂，小倉橋，城山町，1.VII.1986.石綿進一；9N,

小倉橋，城山町，l.VII.1986.石綿進一

Acentrella sibirica (Kazlauskas) 

ミジカオフタバコカゲロワ（図27-30)

日本から初記録である。相模）11から報告されて

し＼るミジカオフタバコカゲロウ属の l種Acent rel/a 

sp. B （小林， 1992）および金目jIIからのAcentre Ila 

sp. （石綿，1997）は本種に相当する。

Gose (1965）はPseudocloeonnosegαwaensisを

成虫に基づき新種として記載した。その後，待II勢

(I 980a）はこの幼虫を記載し，和名をミジカオフ

タバコカゲロウとした。本種はこの成虫の外部形

態の類似から韓国からロシアにかけて分布する

Baetiella tuberculata (Kazlauskas）のシノニムとさ

れた（Tshernovaet al., 1986）。しかし，Waltz& 

McCafferty ( 1987）によれば，御勢 (J980a）が記



載したこのミジカオフタバコカゲロウの幼虫は，

Acentrel lαの特徴を備えており Baetiellaや

Pseudocloeonではない。いっぽう，記載されたP.

nosegawaensisの成虫は Baetiellaの特徴があり，

Acentrellaに属さないことが分かつた。従って， qmri

勢 （1980a）の幼虫と成虫の対応が間違っているこ

とになる。筆者もタイプ産地の標本を検討した結

果，このことを確認している（P.nosegawaensisの

タイプ標本は紛失している）。さらに，幼虫の外部

形態の違し、から B.tuberculataとP.nosegawaensisは

それぞれ別種であると考えられる（石綿，未発表）。

これらのこ とから， 先のシノニムの扱いには疑問が

ある。

日本周辺で記載されているミジカオフタバコカ

ゲロウ属の幼虫のうち2木の尾を持つカゲロウにつ

いては， Acentrellalat a (Mu ller-Liebenau）が台湾か

ら，Acentrellasibirica (Kazlauslくas）がロシアからそ

れぞれ報告されている。このうち 日本では沖縄か

らA.lαtα の幼虫が記録されている（仲曽根他，

1998）。県内および他の地域で採集された標本を検

討した結果，2本の尾を持つミジカオフタバコカゲ

ロウ属のう ち沖縄を除く他の地域に分布するカゲ

ロウは，A.sibiricaと同定することができる。A

s1.biricaの幼虫は中 ・後肢の各けい節に二列の長毛

列をもっていることでA la tα から区別できる

(Kluge, 1997) a 

5♂，小倉橋，城山町， 29.YI.1986.石綿進ーパON,

小倉橋，城山町，29.Yl.1986.石綿進一．

Di pt巴rornirnidaeガガンボカゲロ ウ科

Dipteromimus tipuliformis McLachlan 

ガガンボカゲロウ（図3I) 

野11碕，石綿（1979）， 石綿（1980），石綿，野崎

( 1980b）が本種と同定したカゲロウは誤同定で，こ

れらはBαetisspp.である。本種は県内では相模）I ［上

流域の早戸川水系と道志川水系から記録されている

（守屋， 1997；石綿，1997）。

本種の若齢幼虫は3 コカゲロウ科，フタオカゲロ

ウ科およびヒメフタオカゲロウ科の幼虫に似てい

る。しかし，本種の幼虫の中胸部の一部が下方に著

しく突出している点で上記カゲロウから容易に区別

できる（図31の矢印：図は京都府貴船産）。

Siphlonuridaeフタオカゲロウ科

Siphlonurus yoshinoensis Gos巳

ヨシノ フタオカゲロウ （図32-34)

原記載は成虫および成虫によっている（御勢，

1979）。それ以後の記載はなし、。雄交尾器の図は本

報がはじめてである （図32-34）。
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l♂，2早，関下橋，狩川，南足柄市，21.VI.I 983 

（羽化 ：25.VI.) .石綿進一；l♂s，松茸山， 鳥屋，

津久井町， 22.VT.1992.守屋博文．

Hep tag巴niidaeヒラタカゲロ ウキヰ

Ecdyonurus bajkovae Klug巴

オニヒメ タニガワカゲロ ウ（新称）

（図35-37)

日本から初記録である。山｜｜｜奇（1987）が多摩）11か

ら報告しているEcdyonurussp. Aは本種に相当する。

成虫は雄の交尾器の外部形態の違い（図36）や

前胸から中胸側面の中ほどにかけて黒色の帯を持

つことによって（図35の矢印），他の小型のタニガ

ワカゲロワ属から区別できる。幼虫では特徴的な

体の斑紋と強大な剛毛と長毛を備えた尾毛の存在

で区別できる（図37）。

日本の他，ロシア，韓国にも分布する（Tshernova

etal., 1986;Baeetal., 1994）。

2♂，川上川，牧野， 藤野町， 9.VI.I 988.石綿進

一 ；2N，川上川，牧野，藤野町，9.VI.1988.石綿

進一．

Ecdyonurus sealαris Kluge 

ヒメタニガワカゲロウ（新称）（図38-41)

日本から初記録である。石綿（1997) の

Ee砂O/JUI川 sp.2は本種に相当する。

成虫では，雄の交尾器の外部形態の違し、（亜生殖

板の突起 ．図40の矢印 ；交尾器の形態 ：図4041) 

や腹部背面の模様（図38の矢印）によって，他の

小型のタニガワカゲロウ属から区別できる。ただ

い小型で、あるため陰茎をアノレカリで前処理し， そ

の後検鏡したほうが献を識別しやすい。いっぽう，

幼虫では区別が難しい。

日本の他，ロシア，韓国に分布する（Tshernova

etal., 1986;Baeetal., 1994）。

l♂s，入間坂， 藤野町，29.IX.1986.石綿進一；l

♂，八丁，山北町， 21.Vl.1995.石綿進－；1♂S, 3 

♀s，春岳沢，秦野市， 15.VIII.1996.石綿進一

Ecdyonurus yoshidae Takahashi 

シロタニガワカゲロウ（図42)

原記載は成虫によっている（高橋，1924）。その

後，幼虫や成虫は， Ueno(1928, 1931），今西（1940) 

によって記載あるいは再記載されている。本種に

類似した近縁な種がいるので同定の際に注意が必

要である。本種の成虫や幼虫は胸部側面に黒点の

斑紋を持ち（図42），幼虫の各肢腿節後縁に刺毛と

長毛が両方存在する。いっぽう，近縁種はこれらの

特徴を持っていない。これらのことから本種を近



縁種から区別することが可能である。

12N，飯泉，J酉匂川，小田原市， 8.IX.1992.石綿

進一， l♂s，松茸山，鳥屋， 津久井町， 22.VI.1992. 

守屋博文， 2♂，2♀， 日向薬師， 日向川，伊勢原

市，2.VIII.1996.石綿進－；s♂ S, 2♀s，白石沢，
河内J11，山北町， 24.VIII. l 996.石綿進一

Epeorus curvatulus (Matsumura) 

ユミモンヒ ラタカゲロウ（図43)

本種は松村（193 l）によって新種として記載され

た。その後，今西が本種を再記載し現在に至ってい

る（Imanishi,1934；今西， 1940）。それぞれが記載

した種の同一性に問題があるようだが，ここでは従

来どおりImanishi( 1934）に順 じた。御勢 （1985) 

によると，本種の幼虫は山地渓流の激流部に生息す

ると述べられているが，以下の記録のようにE陵地

帯にも分布する。ただし， 三浦半島からは確認され

ていなし、。

本種は成虫・幼虫ともに次のクムノレスヒラタカゲ

ロウに似ている。 しかしこれらは以下の点で区別で

きる。雄交尾器はクムノレスヒ ラタカゲロウに酷似し

ているが，本種は，前姐付け根の黒斑が帯状である

ことが特徴である。幼虫では，尾毛の背面に長毛列

があることが大きな特徴である（図43）。

l♂，2♀，l♀，宮下川，葛川水系不動川，上吉

沢，平塚市 4.VI.1999，石綿進一 ．

Epeoru.s curvatu.lus cumulus lmanishi 

クムノレスヒ ラタカゲロウ（図44)

前種の亜種となっている。別種とすべきであろう

が，竹門（1990）にならい亜種として扱う。幼虫は

滝や砂防堰堤の流心部を離れた飛抹帯，源流の浅い

れき底等で採集される。雄交尾器の図は本報がはじ

めてである （図44）。本種の幼虫は，オピカゲロウ

の幼虫と同時に採集されることがある。

本種は前種に似ているが，成虫の前麹付け根に黒

点があることが特徴である。幼虫では尾毛の背面に

前種に認められる長毛列がないことが特徴である。

また，本種が大型で体長20nunに及ぶこと，体色が

濃褐色であることも特徴としてあげられる。

l♂，lN，大棚沢，帯沢，山北町， 7.VI.1996，石

綿進一；lN，春岳沢，蓑毛，秦野市，8.VIII.1996,

石綿進一
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図1-11 I ウエストン トビイ ロカゲロウ幼虫腹部背面 2 クロマダラカゲロウ幼虫後肢腿節背面 3：オオクママダ

ラカゲロウ幼虫後肢IJ退節背面.4：フタコブマダラカゲロ ウ雄成虫交尾探背面 5：フタマタマ夕、ラカゲロ ウ雄成虫

交尾器腹面.6・コオノマダラカゲロウ雄成虫交尾器腹商 7 ミットゲマダラカゲロウ雄成虫交尾器腹面.8 l l：ツ

ノマダラカゲロウ，8 成虫陰茎背面 ；9・幼虫頭部前面 ；10：幼虫の頭部および胸部側面， II：幼虫前肢背面

Fi gs. 1-11 I. Paraleptoph!ebia westoni Jmanishi (nymph), abdomen in dorsal view. 2: Cincticostella nigra (U巴no)(nymph),hind 

femora in dorsal view. 3: Cincticoslella okurnai (Gos巴）（nymph),hind femora in dorsal view. 4: Drunella bicornis (Gos巴）， male 

genitalia in dorsal view. 5: Drune!!a btβtrcata (All巴n),male genitalia in V巴ntralview. 6: Drunella kohnoae (Allen), male g巴nitalia

in ventral view. 7: Drunella trispi11α（Ueno), male g巴nitaliain V巴ntralview. 8-11: Ephemerel/a cornutus Gose (8: ma！巴 imago,

9-l l nymph), 8: penes in dorsal view ; 9: head in f1ontal view; I 0: head and thorax in lateral vi巴w;11 for巴legin do1sal view. 
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図12-22. 12 ホソハマダラカゲロウ幼虫全体図 13 16 イマニシマダラカゲロワ， 13 成虫陰茎背面 ，14 幼虫頭部前

面， 15：；幼虫の頭部および胸部側面 ；16 幼虫前肢背面 17-22 イシワタマダラカゲロ ウ， 17 成虫胸部腹面 ，18 成

虫雄交尾総腹面 ，19：陰茎背面， 20：幼虫頭部前面； 21：幼虫前肢背面， 22 幼虫後J1支背面

Fi gs. 12-22. 12：・Ephemerelladenticula Allen, nymph in dorsal view. 13-16: Epheme1ella imanishii Gos巴（13:male imago, 14-16・

nymph), 13: genitalia in dorsal view; 14: head in frontal view; 15: head and thorax in lat巴ralview; 16: fore leg in dorsal vi巴W 17-22: 

Epheme1 ella ishiwatai Gos巴(1719: ma！巴imago,20 22: nymph), 17: pro and mesosternum; 18: genitalia in ventral view; 19: pen巴S

in dorsal view; 20: head in front view; 21 fore I巴gin dorsal view; 22: hind leg in dorsal view (allow showing a row of clavated setae). 
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図23-34.23-25 ：クシゲ、マダラカゲロウ， 23 成虫陰茎腹面； 24 幼虫全体図 ，25・幼虫頭部前面 26. ミツオミジカ

オフタバコカゲロウ幼虫全体図 .27-30 ミジカオフタバコカゲロウ， 27：成虫胸部側面（矢印は突出部） ; 28 成虫

胸部腹面 ；29：成虫前胸後側面 ，30 雄成虫交尾探 31: McLachlanガガンボカゲロウ幼虫胸部腹面（矢印は突起）

32 34 ヨシノフタオカゲロウ雄成虫， 32 交尾器l度面 ，33 陰茎腹面 ；34：陰茎側面

Fi gs. 23-34. 23-25: Ephemerella setige1 a B司jkova(23: male imago, 24, 25: nymph), 23：・ P巴nesin dorsal view; 24: nymph in dorsal 

view. 25：・ headin front view. 26: Acenrre//a gnom (Kluge), nymph in dorsal vi巴w.27-29：・ Acentrellasibirica (Kazlauslくお）（male

imago), 27: mesonotum in dorso-lateral view (allow showing anterior process of mesonotum = sha1ply project巴danteronotal 

protuberance); 28: pro-and m巴sosternum;29: prosternum in postero-lateral vi巴w;30: genitalia in ventral vi巴w.31：・ Diptewmimus

tipuliformis McLachlan, nymph in ventro-lateral view (allows showing tubercles of mesosternum). 32-34: Siphlonurus yoshinoensis 

Gose (mal巴imago),32: g巴nitaliain ventral vi巴w;33: p巴nesin ventral view; 34: p巴nesl日lateralview. 
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44 43 
図3544. 35 37：オニヒメタニガワカゲロウ，35：成虫頭部および胸部背側面（矢印は黒帯斑） ; 36：成虫雄交尾器

腹面； 37：幼虫全体図 38-41：ヒメ タニガワカゲロ ウ成虫 ，38：頭部，胸部および腹部背面（矢印は斑紋） ; 39 

前胸部後側複面， 40 雄交尾器腹面（矢印は亜生殖板の突起；陰茎は｜徐く） ; 41：陰茎腹面 42 シロタニガワカゲ

ロウ幼虫胸部側面.43 ユミモンヒ ラタカゲロウ幼虫腹部末端背面 44・クムルスヒラグカゲロウ陰茎！直面

Fi gs. 35-44. 35 37: Eαlyonurus bajkoνae Klug巴（35,36: mal巴imago,37：・ nymph),35：・ headand thorax in lateral view (allow 

showing marking); 36: male genitalia in V巴ntralview; 37: nymph in dorsal view. 38-41: Ecdyonurus scalaris Kluge (ma！巴

imago), 38：・ h巴ad,thorax and abdom巴nin dorsal view (allows showing markings); 39：・ prosternumin post巴ro-late1alview; 40: 

genitalia in v巴ntralview (penes mov巴d;allows showing lateral process of subg巴日italplate); 41 penes in ventral view. 42. 

Ecdyonurus yoshidae Takahashi (nymph), thorax in lateral view; 43: Epeorus curvatu/us (Matsum山 a)(nymph),apex of abdomen 

in dorsal vi巴w.44：・ Epeoruscurvatulus cumulus Imanishi, p巴nesin ventral view 
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